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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの四半期純損失のため記載しておりません。 
   ２．平成21年12月期は、決算期変更に伴い10ヶ月決算となっており、平成21年12月期第３四半期（累計）は平成21年３月１日から平成21年11月30日ま
での６ヶ月決算となっております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 1,535 △17.3 △53 ― △47 ― △67 ―
21年12月期第3四半期 1,856 △1.1 △42 ― △22 ― △37 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 △1,119.69 ―
21年12月期第3四半期 △748.95 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 1,595 1,088 68.3 17,644.22
21年12月期 1,284 1,077 83.9 21,803.81

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  1,088百万円 21年12月期  1,077百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
※決算期変更により、平成21年12月期は、10ヶ月決算（平成21年３月１日～平成21年12月31日）となります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年12月期 ― 0.00 ―
22年12月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,564 ― 0 ― 9 ― △15 ― △253.25



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の御利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」を御覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 61,718株 21年12月期  49,418株
② 期末自己株式数 22年12月期3Q  2株 21年12月期  2株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 60,502株 21年12月期3Q 49,416株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、エコポイントなどの景気対策の効果や新興国需要を中心とし

た輸出の増加などにより、緩やかな回復基調が続いてはいるものの、厳しい雇用環境、急速な円高の進行及び欧州

を中心とした下振れ懸念など景気の先行きについては以前不透明な状況にあります。 

 当社グループの既存事業と密接に関連する新築マンション市場、特に首都圏マンション市場におきましては、マ

ンション契約率が70％を上回るなどの景気の回復の兆しは見られるものの、厳しい雇用環境や景気の先行き不安感

など厳しい状況が続いております。 

 このような状況のなか、トータルハウスケアサービス事業における新規顧客（ディベロッパー及び管理会社）の

開拓が出来なかったことや、総合不動産事業における販売計画に遅れがでたことなどにより、当社グループの当第

３四半期連結累計期間の売上高は1,535百万円、営業損失は53百万円、経常損失は47百万円、四半期純損失は67百

万円となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次の通りであります。 

  

（トータルハウスケアサービス事業） 

 平成22年１月５日に新設分割によって設立した連結子会社である株式会社ルーデン・ライフサービスが展開する

コーティング事業等に関しましては、景気回復の兆しは見られるものの依然として厳しい状況が続いているため、

思うような新規顧客（ディベロッパー及び管理会社）獲得が出来ず、厳しい状況での推移となりました。 

 また、連結子会社である株式会社アライヴ ビルマネジメントの展開するビルメンテナンス事業に関しまして

は、営業体制の強化、更なる顧客満足度の向上を図り、確実な収益獲得を図ってまいりました。 

 以上により、当第３四半期連結累計期間におけるトータルハウスケアサービス事業の売上高は1,012百万円、営

業利益は52百万円となりました。 

 なお、平成22年10月１日付で株式会社アライヴ ビルマネジメントの商号を株式会社ルーデン・ビルマネジメン

トといたしました。  

  

（不動産事業） 

 総合不動産事業に関しましては、販売計画に遅れがでたことなどにより厳しい状況での推移となりました。 

 以上により、当第３四半期連結累計期間における総合不動産事業の売上高は522百万円、営業利益は25百万円と

なりました。 

  

 なお、前連結会計年度は、決算期変更に伴う10ヶ月決算であるため、前年同期比較の記載を行っておりません。

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債、純資産の状況 

  当第３四半期連結累計期間末の資産、負債、純資産の状況は、次のとおりであります。 

 （総資産） 

 総資産は、主として現金及び預金の減少184百万円、販売用不動産の増加138百万円及び短期貸付金の増加169

百万円などにより、前連結会計年度末と比較して287百万円増加し、1,595百万円となりました。 

（負債） 

 負債は、主として短期借入金の増加254百万円などにより、前連結会計年度末と比較して266百万円増加し、

506百万円となりました。  

（純資産） 

 純資産は、主として平成22年１月28日に実施した第三者割当増資による資本金及び資本剰余金の増加59百万円

及び四半期純損失67百万円を計上したことにより、前連結会計年度末と比較して8百万円減少し、1,088百万円と

なりました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ185百万円の減少とな

り、当第３四半期連結累計期間末の資金残高は、48百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税金等調整前四半期連結純損失を計上したこと、販売用不動産の

増加及び前渡金の増加などにより、372百万円の減少となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、主に敷金保証金の返還による収入があったものの、貸付による支出な

どにより、138百万円の減少となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増額及び株式の発行による収入により、324百万円の

増加となりました。 

   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年８月９日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 平成22年１月５日付で、当社を分割会社とし、新たに設立した「株式会社ルーデン・ライフサービス」に対 

し、当社のトータルハウスケア事業部門を承継させる新設分割を行いました。このことにより、当第１四半期連 

結会計期間における重要な子会社の異動につきましては、株式会社ルーデン・ライフサービスが新規連結子会社 

となりました。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

 ・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第２四半期連結会計期間末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

・棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の減価償却の算定方法は、定率法を採用しているものについては、事業年度に係る減価償却費の 

額を期間按分する方法としております。 

  

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理の原則 

  当連結会計年度から連結納税制度を適用しております。 

② 表示方法の変更 

  該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 51,293 235,869

受取手形及び売掛金 100,861 99,629

商品 488 407

販売用不動産 516,170 377,606

仕掛品 57 －

原材料及び貯蔵品 5,955 7,880

前渡金 169,850 －

短期貸付金 491,364 322,364

その他 66,310 24,705

貸倒引当金 △1,579 △2,433

流動資産合計 1,400,771 1,066,029

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 95,230 95,016

減価償却累計額及び減損損失累計額 △79,657 △78,809

建物及び構築物（純額） 15,572 16,207

機械装置及び運搬具 1,696 1,696

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,590 △1,273

機械装置及び運搬具（純額） 105 422

工具、器具及び備品 58,171 56,647

減価償却累計額及び減損損失累計額 △51,484 △48,157

工具、器具及び備品（純額） 6,687 8,490

土地 3,248 3,248

有形固定資産合計 25,613 28,368

無形固定資産   

のれん 58,277 66,346

その他 3,757 4,791

無形固定資産合計 62,034 71,138

投資その他の資産   

投資有価証券 411,289 414,139

長期預け金 200,000 200,000

その他 165,422 195,675

貸倒引当金 △262,193 △259,572

投資損失引当金 △407,713 △407,713

投資その他の資産合計 106,804 142,529

固定資産合計 194,452 242,036

資産合計 1,595,224 1,308,065
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,024 5,909

短期借入金 281,000 16,000

未払金 － 123,786

未払法人税等 8,653 8,012

賞与引当金 3,640 －

売上値引引当金 619 741

アフターコスト引当金 188 275

その他 186,242 41,431

流動負債合計 491,367 196,155

固定負債   

退職給付引当金 5,120 4,304

その他 9,806 10,028

固定負債合計 14,926 14,333

負債合計 506,293 210,489

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,735,461 1,705,633

資本剰余金 267,839 238,011

利益剰余金 △914,051 △846,308

自己株式 △290 △290

株主資本合計 1,088,958 1,097,046

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △27 529

評価・換算差額等合計 △27 529

純資産合計 1,088,930 1,097,576

負債純資産合計 1,595,224 1,308,065
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,856,988 1,535,165

売上原価 1,348,665 1,036,006

売上総利益 508,322 499,159

販売費及び一般管理費 551,086 552,391

営業損失（△） △42,763 △53,232

営業外収益   

受取利息 6,460 17,908

受取配当金 8,914 20

社会保険料戻入益 6,564 －

その他 2,833 2,635

営業外収益合計 24,773 20,564

営業外費用   

支払利息 1,425 10,525

貸倒引当金繰入額 － 623

消費税控除対象外 2,308 1,996

その他 724 1,487

営業外費用合計 4,457 14,633

経常損失（△） △22,448 △47,300

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 959

新株予約権戻入益 3,990 －

関係会社清算益 4,200 －

その他 959 －

特別利益合計 9,150 959

特別損失   

投資有価証券評価損 － 2,207

訴訟和解金 9,571 14,266

その他 1,487 －

特別損失合計 11,058 16,473

税金等調整前四半期純損失（△） △24,356 △62,814

法人税、住民税及び事業税 5,775 5,961

法人税等調整額 6,879 △1,032

法人税等合計 12,654 4,929

四半期純損失（△） △37,011 △67,743
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △24,356 △62,814

減価償却費 7,520 5,312

のれん償却額 8,069 8,069

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42,769 1,767

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,390 3,640

売上値引等引当金の増減額（△は減少） 746 △121

アフターコスト引当金の増減額（△は減少） 21 △87

退職給付引当金の増減額（△は減少） 529 815

関係会社清算損益（△は益） △4,200 －

受取利息及び受取配当金 △15,375 △17,929

支払利息 1,425 10,525

売上債権の増減額（△は増加） 54,770 △3,436

破産更生債権等の増減額（△は増加） 38,500 △2,077

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,940 1,787

販売用不動産の増減額（△は増加） 461,122 △138,563

前渡金の増減額（△は増加） － △169,850

前払費用の増減額（△は増加） 29 321

未収入金の増減額（△は増加） 19,907 △23,123

仕入債務の増減額（△は減少） △2,938 5,114

未払金の増減額（△は減少） △67,506 17,559

前受金の増減額（△は減少） △9,470 11,299

未払消費税等の増減額（△は減少） 23,784 △24,654

預り金の増減額（△は減少） △13,848 4,106

その他 △5,967 7,448

小計 449,323 △364,892

利息及び配当金の受取額 8,933 50

利息の支払額 △2,418 △1,128

法人税等の支払額 △4,310 △6,053

営業活動によるキャッシュ・フロー 451,527 △372,023

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △990 △960

有形固定資産の取得による支出 △3,498 △1,523

子会社の清算による収入 78,224 －

敷金及び保証金の差入による支出 △48,449 △540

敷金及び保証金の回収による収入 57,440 33,857

貸付けによる支出 △305,364 △169,000

その他 △100 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △222,736 △138,166

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △123,500 265,000

株式の発行による収入 － 59,655

財務活動によるキャッシュ・フロー △123,500 324,655

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,290 △185,535

現金及び現金同等物の期首残高 100,279 234,109

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△17,326 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 188,244 48,573
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 該当事項はありません。  

  

  

（事業の種類別セグメント情報） 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日）        （単位：千円）

（注）１．事業区分の方法 

     事業は、サービスの性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

   ２．各区分に属する主要なサービス等 

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）        （単位：千円）

（注）１．事業区分の方法 

     事業は、サービスの性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

   ２．各区分に属する主要なサービス等 

３．平成21年12月期は、決算期（事業年度の末日）変更により、平成21年３月１日から平成21年12月31日

までの10ヶ月決算であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
トータルハ
ウスケアサ
ービス事業

不動産事
業 

その他事業 計 
消去又は全

社 
連結 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 1,015,904 841,083 －  1,856,988  － 1,856,988

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － －  －  － －

  計 1,015,904 841,083 －  1,856,988  － 1,856,988

 営業利益又は営業損失（△） 77,163 23,462 △870  99,755  △142,519 △42,763

 トータルハウスケアサービス事業 

 コーティング事業 

 ハウスケア事業 

 ライフアップ事業 

 総合ビルメンテナンス事業  

 不動産事業  総合不動産事業 

 その他事業  コンサルティング事業他 

  
トータルハ
ウスケアサ
ービス事業

不動産事
業 

その他事業 計 
消去又は全

社 
連結 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 1,012,214 522,951 －  1,535,165  － 1,535,165

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － －  －  － －

  計 1,015,514 522,951 －  1,535,165  － 1,535,165

 営業利益又は営業損失（△） 52,478 25,017 －  77,496  △130,728 △53,232

 トータルハウスケアサービス事業 

 コーティング事業 

 ハウスケア事業 

 ライフアップ事業 

 総合ビルメンテナンス事業  

 不動産事業  総合不動産事業 

 その他事業  コンサルティング事業他 
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（所在地別セグメント情報） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 本邦の売上高及び資産の金額が、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占め

る割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 なお、平成21年12月期は、決算期（事業年度の末尾）変更により、平成21年３月１日から平成21年12月31日ま

での10ヶ月決算のため、前第３四半期連結累計期間の記載は省略しております。 

  

（海外売上高）  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。  

 なお、平成21年12月期は、決算期（事業年度の末尾）変更により、平成21年３月１日から平成21年12月31日ま

での10ヶ月決算のため、前第３四半期連結累計期間の記載は省略しております。 

  

  

 当社は、平成22年１月28日付で、株式会社ウエストから第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

１四半期連結会計期間において資本金が29百万円、資本準備金が29百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末に

おいて資本金が1,735百万円、資本準備金が267百万円となっております。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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